




















【対象と方法】ヒト癌細胞株としてMKN28.MK.:¥45. MKN74， Kato-m (胃痛)， SW1990. Panc-1 
(騨癌〉および当科にて樹立したOCU:vI-2M(胃癌).OCCG (胆嚢癌〉の 8株を用い，各癌細胞培養上























ヒト癌細胞株としてMKI¥28.MKN45. ::VIK~74. Kato・m(胃癒)， S¥I1¥390， Panc-l (騨痛)および
当教電にて樹立したOC1J¥1-2M(胃癌)， OCUG (胆嚢癌)の8株を用い，各組細胞培養上清中のIL-1s，





その結果， 1L・1β.TNF-α. LIF， IF:-.J・7は各種婚細胞の培養上清中にはほとんど検出されず， 1L-6 
は.OCUG株で高濃度に検出された。 OCじG担癌マウスは著明な体重減少を認め.血中1L-6濃度は高く，
貧血，低血糖がみられ，肝カタラーゼ活性の低下が著明であり，筋肉.脂肪組織重量の減少がみられ，悪
液質が誘導されたと考えられた。 OCUUtD.癌マウスは腫蕩摘出後.速やかに体重は凶復し.悪液質パラ
メーターの改蓄が認められた。また抗ヒト1L-6抗体の投与によっても同様の改善傾向が認められた。しか
し抗マウスlL-6レセプター抗体の投勺ーでは同様の効果は得られなかった。
以上の結果は.ヌードマウスの大腿部皮下にOCUG株を接種することにより悪液質が誘導され. H重傷
が産生ー する11.-6が悪液質で誘導因子であることを認めており，消化累癌悪、液質モデルとして有用であるこ
とを示唆したものである。したがって，本研究は，)!¥液質発症機序の一端を明らかにしかっその分野で
の研究に寄与することが少なくないと考えられる。よって本研究者は，博土(医学)の学位を授与される
に値するものと判定された。
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